
図面番号 図面内容 図面番号 図面内容

０１

０２

０３

０４

０５

特記仕様書 1

特記仕様書 2

配置・案内図

０６

石和中学校屋上防水改修工事

笛  吹  市

図面リスト

仮設計画図1

仮設計画図2

校舎棟　屋上平面図 1

０７ 校舎棟　屋上平面図 2

０８

０９

１０

１１

校舎棟　屋上平面図 3

給食棟　屋上平面図

給食棟　詳細図 1

給食棟　詳細図 2

１２

１３

給食棟　立面図 1

給食棟　立面図 2



仕 様 書

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

Ⅰ　工事概要

４．工事内容

　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

５．工事範囲

工事種目

工事項目

２　仮設工事

３　防水改修工事

　　外壁改修工事

６　内装改修工事

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　塗り仕上げ外壁

４　外壁改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

５　建具改修工事

７　塗装改修工事

８　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

　　耐震改修工事

９　環境配慮改修工事

１．共通仕様

　　という。）による。

Ⅱ　建築改修工事仕様

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　　（４）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

２．特記仕様

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

・　　 　　  　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

Ｇ

　　（２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。・

　　（３）特記事項に記載の［  ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　　　　　　印と　印の付いた場合は、ともに適用する。※

・

章 項　　目 特　　記　　事　　項

１

一
般
共
通
事
項

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

［1.1.4］※適用する

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

　※風速　V ＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）0

［1.2.2］

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、監督職員に提出する

・品質計画、一工程の施工の確認及び施工の具体的な計画を定めた工種別の施工計画書を、

　当該工事の施工に先立ち作成し、監督職員に提出する。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を

　受けた場合は、この限りではない。

・施工計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、施工等に支障が

　ないよう適切な措置を講じる。

　　　　　散が極めて少ないものとする。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

［1.3.5］

［1.3.3］

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

下記以外は現場説明書による。

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　

　・　　　　　　　　　　　　　　※図示　

　・特別管理産業廃棄物　　　　　　（・廃石綿　・PCB含有物　・　　　　 　）

　・発注者に引渡しを要するもの　　（・金属類　・　　　　　　　　　　　  ）

　・現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

　・再資源化を図るもの　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

　・PCB含有シーリング材の処理

　　・第一次判定：現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　　　採取箇所数　　計（　　　）箇所

　　　　採取箇所　　　※図示　

　　・第二次判定：専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　　　　分析個数　　　計（　　　）箇所

　　・除去処理工事

　　　　除去範囲　　　※図示　

［1.4.1］化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　する。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムア

　　　　　ルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチ

　　　　　ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

る工法とする。

ものとする。

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS

又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

特別な材料の工法９

材料の品質等８

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

施工数量調査 調査範囲及び調査方法　　※図示

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　

１０

ホルムアルデヒド放散量

 ③ 下記表示のあるJAS規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

 ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品

 ② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

該当する材料

 　 認定品

 　 　 放散しない材料使用

 　 　 放散しない塗料使用

 　 　 放散しない塗料等使用

 　 認定品

 ① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　　　第三種

　　　規制対象外

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

［1.4.2］

［1.5.3］

［1.5.2］

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・建築塗装作業

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・石張り作業

・造園工事作業

技能検定作業

技能士１１

植栽工事

石工事

コンクリートブロッ

耐震改修工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・左官作業　・内外装板金作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業ク・ALCパネル工事

・シーリング防水工事作業

・構造物鉄工作業　・とび作業　

［1.6.2］

　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目

はすべて今回工事範囲とする。

適用基準等１

３

工事実績情報の登録２

施工計画書

発生材の処理等６

施工条件５

電気保安技術者４

環境への配慮７

　　書（建築工事編）（最新版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項

　　は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標仕｣

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・工事写真の撮り方（最新版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）設計図

承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

Ｓ＝ＮＳ

特記仕様書 1 ０１

石和中学校屋上防水改修改修工事

石和中学校屋上防水改修工事

防水改修工事

山梨県笛吹市石和町小石和７１６番地

校舎棟 防水改修　883　㎡

給食棟 防水改修　188　㎡



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

設備工事との取合い

完成時の提出図書

１４

１３

化学物質の濃度測定１２ ［1.6.9］

　測定箇所数　　　・図示     

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

　着工前の測定　　・行う

チレンの濃度を測定し、報告する。

［1.8.1～3］［表1.8.1］

・保全に関する資料　提出部数  ※2部　・　　部

　　　　　　　　　及び計画書とする。

　　　種類　　　※改修標仕表1.8.1による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

　※作成する

　・既存図面修正

・完成図

　　　提出部数   ※各2部   ・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※ 図 示 　

［3.3.2］

［3.2.2］［3.3.2］

断熱工法の断熱材

　※押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付き　　厚さ（mm）　※25　

アスファルトの種類　　※3種　・4種

（保護層は図示による）

・E－1　　※E－2・P1E工法　 ・P2E工法屋内

防水

［3.3.3］M3D、P0D、P0DⅠ、M3DⅠ及びM4DⅠ工法の脱気装置　　※設ける　・設けない

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ（mm）　

Ｇ

［3.3.2､3］［表3.1.1］［表3.3.3～10］

・P1BⅠ工法 ・T1BⅠ工法

・D－1　　※D－2

・C－1　　※C－2

・A－1　　※A－2

・AⅠ－1　※AⅠ－2

・M3D工法   ・P0D工法

・M4C工法

・P2A工法

・P2AⅠ工法

・BⅠ－1　※BⅠ－2

・B－1　　※B－2・P1B工法

防水改修工法の種類 施工箇所新規防水層の種別

・P0DⅠ工法 ・M3DⅠ工法 ・DⅠ－1　※DⅠ－2

・M4DⅠ工法

［3.5.2､3］［表3.1.1］［表3.5.1］

［3.5.4］

［3.5.3］

［3.6.2､3］［表3.1.1］［表3.6.1］

［3.6.3］

［3.3.3］［3.4.3］［3.5.3］［3.6.3］

［3.4.2､3］［表3.1.1］［表3.4.1～3］

［3.3.2］

目地処理　PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・SⅠ－M3

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・M4SⅠ工法

・S3SⅠ工法

・S－M1  　・S－M2

・S－M1  　・S－M2

・S－F1　　・S－F2

・M4S工法

・S3S工法

・S4S工法

・P0S工法

・カラー

・シルバー ※非歩行

使用分類仕上げ塗料塗り新規防水層の種別防水改修工法の種類

・立上り部脱気型

・平場部脱気型

・ステンレス鋼　・銅

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス鋼　　　　・鋳鉄

・ポリエチレン樹脂　　・ABS樹脂

設置数量材　質種　類

・カラー

・シルバー

・X－1　※X－2

※X－1　・X－2

仕上げ塗料塗り新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

・L4X工法

・P0X工法

　・乾式保護材　　※押出成形セメント板（厚さ15mm）　　

　・れんが　　　　※JIS R 1250によるもの

・M3ASⅠ工法

・M4AS工法

M3AS、P0AS、M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠの脱気装置

・P0ASⅠ工法

・M4ASⅠ工法

・P0AS工法

・M3AS工法

厚さ（mm）新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

立上り部の保護材

・S－F1　　・S－F2

・S－M3

・S－M3

m 当たり1箇所（　　）

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　　　　　　　　　　（見え隠れ部分）

　・コンクリート

M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠ工法の防湿層　　・設ける　・設けない ［表3.4.3］

［3.4.3］

施工箇所

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・S4SⅠ工法

・P0SⅠ工法

・SⅠ－M3

2

・AS－T1　・AS－T2　・AS－J3

・AS－T3 ・AS－T4 ・AS－J2 ・AS－J4

・ASⅠ－T1　・ASⅠ－J2

　・設ける  ・設けない

脱気装置　　・設ける　・設けない

脱気装置　　・設ける  ・設けない

８ シーリング

とい９

折板葺１１

アルミニウム製笠木１０

・100形

・

1.6

2.0

1.8

最小呼称肉厚（mm）

・350形

・250形

・300形

・B－2種

　　　B－1種

※A－1又は

　（　　　　）

表面処理種　類

シーリング材の種類　　　※下表以外は、改修標仕表3.7.1による

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

シーリング改修工法の種類　　

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　

   ※図示　・標仕13.5.3（d）

たてどい受金物の取付け

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

   防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

   ※行う（施工箇所　※改修標仕表3.8.5による　　・　　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻き

といの材種

（2）による

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

・かん合形

・はぜ締め形

※重ね形

接着性試験　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　）

　　　　　　　エッジング材張り　　　　・適用する

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する

Ｇ   ・硬質塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　  ）

   ・配管用鋼管

［3.8.3］

［3.8.2､3］［表3.8.4､5］

［3.8.2］［表3.8.1］

［3.7.2］［表3.7.1］

［3.1.4］［表3.1.2］

［3.7.7］

［3.7.8］

［3.8.3］［表3.8.1］

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

る。

間隔は図示によ

※固定方法及び

固定間隔

［3.9.2］［表3.9.1］

よる。

備　考

山ピッチ

板厚

 ※0.6 ・0.8

　（　　　　）

形　式 形状（mm）

（CGLCCR－20－

　AZ150）

材料（規格等）

※あり

・なし

軒先面戸板 断熱材

※あり

・なし

　種別

  （　　　  ）

  （　　　  ）mm

　厚さ

  （　　　  ）時間

　防火性能

耐火性能

※30分

・なし

［3.9.3］

（13.3.2､3）（表13.2.1）

コーナー部、

突当り部等の

役物は本体製

造所の仕様に

山高

（　　　）

亜鉛合金

めっき鋼板

及び鋼帯

※塗装溶融55％

アルミニウム－

アスファルト防水３

シート防水

５

ルーフィング

合成高分子系

脱気装置７

塗膜防水６

４

シート防水

改質アスファルト

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　・　３部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　・　３部

保
護
防
水

露
出
防
水

図示 図示

・図示

（70～90）m 当たり1箇所2

　測定対象室　　　・図示     

　報告の様式等については、監督員の承認を受けること。

２

仮
設
工
事

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　

※せっこうボード（※9.5　・　　　　）

・合板（※9.0　・　　　　） 厚さ　 mm

仕上材（厚さ　mm）

※片面フラッシュ程度　

※合板張り程度　

・あり

※なし

・片面

※なし

塗　装充填材

仮設扉

※C種

・B種

・A種

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート

下　地種　別

［2.4.1］

［2.3.2］［表2.3.1］

［2.3.1］

［2.2.1］

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

※設ける

仮設間仕切り等の種別

固定家具等の移動　　※行わない　　　　・行う（図示）

既存家具等の養生　　※ビニルシート等　

既存部分の養生　　　※ビニルシート等　

　　　　　防護シート　　※設置する　・設置しない

外部足場

・設けない

　・既存建物内の一部を使用する

　・構内に新設する（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

材料、撤去材等の運搬方法　　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

　　　　　種別　　※A種　・B種　・C種　・D種　・E種 ［2.2.1］［表2.2.1］

［2.2.1］［表2.2.1］

３

防
水
改
修
工
事

［3.2.3］既存保護層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　）

既存防水層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　） ［3.2.4］

［3.2.6］

立上り部の防水層撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

　・行う（・M4AS　・M4ASⅠ　・M4C　・M4DⅠ　・L4X）

［3.2.2］アスファルト補修の材料　　※JIS K 2207による3種　

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　※図示　 ［3.2.6］

　・行う（・P0S(機械)　・P0SⅠ(機械)　・M4S　・M4SⅠ

［表3.1.1］

　　　　　・S4S(機械)　・S4SⅠ(機械)）

改修用ドレン ［3.2.5］

工事用電力６

工事用水５

監督職員事務所４

仮設間仕切り３

既存部分の養生２

足場その他１

既存防水層の処理１

既存下地の補修２

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

　・設ける（・P0AS　・P0ASⅠ　・P0D　・P0DⅠ　・P0S　・P0SⅠ　・P0X　・図示）

設計ＧＬ１５

１６ 火災保険 ・火災保険に加入

・火災保険期間

現場施工おいて溶接、養生ﾋｰﾀｰ等の施工期間中

・3室

・普通教室・音楽室・便所　3室

特記仕様書 2

Ｓ＝ＮＳ

０２

石和中学校屋上防水改修工事



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

案 内 図

濁
川

スコレーセンター

恵法寺

至　石和橋
至　甲府市

至 石和警察署

笛
吹

川

至　蛍見橋

信号：四日市場

国道２０号線

N

申請場所：山梨県笛吹市石和町小石和７１６番地

申請場所

配置図・案内図

Ｓ＝１／1100

試料名 分析結果

アスベスト分析調査結果表

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

給食棟

校舎棟

ゴムシート防水

２００４年６月以降アスベスト含有無し(メーカー調査)

本建物の建設年は２０１３年なのでアスベスト含有無し

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有：無し

4,
86
0

4,
86

0

9,
50

0

9,
72
0

4,
06
0

4,
75
0
4,
75
0

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

EXP.J

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

ゴミ

プール浄化槽

駐車場

駐車場

水路(開渠) 水路(開渠)

公

公

防災資機材倉庫

部室

グラウンド

テニスコート

朝礼台

部室

▼

スコレーパリオ

変
電

設
備

池水槽

消火水槽

受水槽

水
路
(開

渠
)

{0.34}
敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

機械室

北館

南館

物置

物置

物置
駐車場18台

物置

渡
り

廊
下

除外施設処理槽

渡り廊下

ゴミゴミゴミ

プ
ー
ル
更
衣
室

駐輪場

擁
壁
+フ

ェ
ン
ス

擁
壁
+フ

ェ
ン
ス

物置

物置

物置

操作盤

ブ
ル
ペ
ン

用具庫

Ｆ

150VP穴明臭気管

金工室棟
CB塀

H1000

屋内運動場

【凡例】

Ｎ

改修建物を示す

工事用車両駐車スペース・仮設事務所・倉庫

工事車両出入口

工事車両出入口

校舎棟

給食棟

０３



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

仮設計画 1

更衣室 更衣室

放送室

用務員室

湯沸室

校長室 職員室

(印刷室)

相談室 保健室

物入 物入

倉庫

階段室階段室

倉庫

女子便所

男子便所

相談室

廊下

玄関

渡り廊下

押入

玄関ホール

木工準備室

木工室

廊下

女子 男子

金工室

倉庫

2
,
8
0
0

8
00

2,800

廊下

昇降足場 2

昇降足場 1 昇降足場 3

３,６００

３,６００

３,６００ ３,６００

校舎棟 仮設計画　S=1/200

Ｓ＝１／200

９
０

０

９
０

０

９
０

０

９
０

０

昇降足場 A 昇降足場 B

９
０

０

３,６００ ３,６００

給食棟 仮設計画　縮尺：１／２００

９
０

０

昇降足場 4

試料名 分析結果

校舎棟　アスベスト分析調査結果表

外壁 無し

０４



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

仮設計画2

転落防止

楽器置き場

音楽教室Ｂ

音楽教室Ａ

廊下

階段室

音楽準備室

転落防止

司書室

廊下

コンピュータ室

廊下

女子便所
屋根

男子便所

理科教室Ａ

転落防止

転落防止

転落防止

Ａエリア

Ｄエリア ＣエリアＢエリア

Ｅエリア

Ｓ＝１／200

64.3950ｍ

12.5500ｍ

15.7750ｍ

3.1800ｍ

8.7115ｍ

3.4294ｍ 13.7218ｍ 16.8917ｍ
3.4311ｍ

8.6530ｍ

3.9701ｍ

10.9728ｍ

10.3647ｍ

10.9728ｍ

13.4150ｍ

12.6550ｍ

13.4650ｍ

5.2100ｍ

12.6500ｍ

5.2100ｍ

6.7550ｍ

4.3000ｍ

０５



４,７５０

承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

校舎棟　Ａエリア

７
,５

０
０

２
,５

０
０

１
０

,０
０

０
３

,４
３

０

４,７５０ ４,７５０ ３,６００ ４,７５０ ４,７５０ ４,７５０ ４,７５０ ３,６００ ４,７５０ ４,７５０ ４,７５０ ４,７５０ ３,６００ ４,７５０

７２,５５０

４,７５０ 校舎棟 屋上Ａエリア 平面図　S=1/200

Ａエリア
ドレイン

ソーラ架台

アンテナ：一時撤去復旧
アンテナ配線：一時撤去復旧

配管：一時撤去復旧

屋上点検口

配管類：ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ

配管立上り：ウレタン防水

配管立上り：ウレタン防水

７
,５

０
０

２
,５

０
０

１
０

,０
０

０
３

,４
３

０

ドレイン

上部（Ｂ）：防水改修

設備ハト小屋上部(Ａ )：防水改修

防水押え

配管支持金物 立ち上げり：ウレタン防水

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ共
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ共 エアコン架台：ウレタン防水

ﾀﾝｸ架台ウレタン防水

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

ソーラ架台

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

平場

校舎棟 Aエリア  防水改修　仕上表

改修

既存防水層高圧洗浄後

立上り

既存防水層の破損箇所、浮き部分は切開し平滑にする

・既存ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ撤去後新規ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ設置 (ｼｰﾙ共）

摘要

・ドレイン：改修用ドレイン

・入隅鋼板

・脱気筒装置：ステンレス製

・壁際立上り：既存ｱﾙﾐ押え (ｼｰﾙ共 )撤去後新規ｱﾙﾐ押え設置(ｼｰﾙ共）

・同上　既存目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

壁際立上り
アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

※既存撤去

エアコン架台

屋上点検口

非歩行用カラーペイント仕上）
点検口 蓋そのまま

タンク架台

パラペット

※既存撤去

既存防水撤去、ケレン、清掃

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
※既存撤去

(ｼｰﾙ共 )

１
,１

５
５

８８０

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

５３０

５
３

０

設備ハト小屋上部(Ａ）

上部(Ｂ）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（接着工法）

Ｓ＝１／50・ 200

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

平場 :水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

平場 :水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

５００

６００

２
８

０
２

０
０

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

脱気筒

０６

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30　※排水溝除く

架台：清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

架台：清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

架台：清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

既存シート防水撤去、ケレン、清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

既存シート防水撤去、ケレン、清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

架台：清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

※排水溝の幅が狭い場合は、接着工法とする

排水溝:水洗いの上、合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

校舎棟　Ｂ･Ｃエリア

平場

改修 摘要

既存防水層高圧洗浄後

既存防水層の破損箇所、浮き部分は切開し平滑にする

・既存ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ撤去後新規ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ設置 (ｼｰﾙ共）

校舎棟 Bエリア  防水改修　仕上表

平場

改修 摘要

立上り

・既存ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ撤去後新規ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ設置 (ｼｰﾙ共）

・ドレイン：改修用ドレイン

・脱気筒装置：ステンレス製

・入隅鋼板

・立上り：既存ｱﾙﾐ押え (ｼｰﾙ共 )撤去後新規ｱﾙﾐ押え設置(ｼｰﾙ共）

校舎棟 Cエリア  防水改修　仕上表

・ドレイン：改修用ドレイン

・脱気筒装置：ステンレス製

・入隅鋼板

Ｓ＝１／50・ 200

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

校舎棟 屋上 Ｂエリア 平面図　S=1/200

４,７５０ ４,７５０

Ｂエリア
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０
０

７
,５

０
０

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

楽器置き場

音楽教室Ｂ

音楽教室Ａ

廊下

階段室

音楽準備室

3
,4
3
0

1
0,
0
0
0

7
,
5
0
0

2,
5
0
0

配管：一時撤去復旧

Ｃエリア

4,7504,750 2,225

校舎棟 ３階 Ｃエリア 平面図　S=1/200

パラペット

梁

平場:既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水+断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

※既存撤去

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

パラペット

パラペット

※既存撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

　シーリング共（新設）

※既存撤去

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

平場 :既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水+断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

壁際立上り

壁際立上り

凡例

・既存ｼｰﾄ浮き部分

・仮防水施工範囲を示す

防水シート撤去

※立上り部も仮防水すること

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

脱気筒

脱気筒

０７

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30　※排水溝除く

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

立上り

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修、仮防水

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修、仮防水

排水溝:既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水

平場:既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水+断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修、仮防水

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修、仮防水



・同上　既存目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

・壁際立上り：既存ｱﾙﾐ押え (ｼｰﾙ共 )撤去後新規ｱﾙﾐ押え設置(ｼｰﾙ共） 平場

改修 摘要

既存防水層高圧洗浄後

立上り

既存防水層の破損箇所、浮き部分は切開し平滑にする

・既存ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ撤去後新規ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ設置 (ｼｰﾙ共）

承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事

校舎棟　Ｄ･Ｅエリア

平場

改修 摘要

既存防水層高圧洗浄後

立上り

既存防水層の破損箇所、浮き部分は切開し平滑にする

校舎棟 Dエリア  防水改修　仕上表

・既存ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ撤去後新規ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ設置 (ｼｰﾙ共）

校舎棟 Eエリア  防水改修　仕上表

・ドレイン：改修用ドレイン

・脱気筒装置：ステンレス製

・入隅鋼板

・ドレイン：改修用ドレイン

・脱気筒装置：ステンレス製

・入隅鋼板

・壁際立上り：既存ｱﾙﾐ押え (ｼｰﾙ共 )撤去後新規ｱﾙﾐ押え設置(ｼｰﾙ共）

・同上　既存目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
(ｼｰﾙ共 )

※既存撤去

パラペット
平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

※既存撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

　シーリング共（新設）

※既存撤去

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

※既存撤去

平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

図書室

司書室

廊下
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校舎棟 ３階 Ｄエリア 平面図　S=1/200

4,7504,7504,7503,725

Ｄエリア

凡例

・既存ｼｰﾄ浮き部分

・仮防水施工範囲を示す

防水シート撤去

※立上り部も仮防水すること

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

壁際立上り

壁際立上り

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

パラペット

(ｼｰﾙ共 )
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え： 65× 45
※既存撤去

壁際立上り
アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

※既存撤去

梁

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

※既存撤去

アルミ製防水押え金物：t=1.5× 33

　シーリング共（新設）

※既存撤去
壁際立上り

Ｓ＝１／50・ 200

コンピュータ室

廊下

女子便所 男子便所

理科教室Ａ

1
3
,
4
3
0

1
0
,
00
0

3
,
4
30

7,
5
0
0

2
,
50
0

4,7504,7504,7503,6004,7504,7504,750

Ｅエリア

校舎棟 ２階 Ｅエリア 平面図　S=1/200

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

脱気筒

脱気筒

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

０８

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（機械式固定）

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2（接着工法）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修、仮防水

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修、仮防水

平場:既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2（接着工法）

既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2ｍｍ（接着工法）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上、樹脂モルタル補修

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

平場:水洗いの上、

平場:水洗いの上、

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

排水溝 :既存防水撤去、ケレン・清掃の上、仮防水
平場:水洗いの上、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ（機械式固定）

・排水溝（浮き部分）：既存ｼｰﾄ防水撤去

排水溝:既存防水撤去、ケレン・清掃の上



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事Ｓ＝１／100

給食棟 平面図

給食棟平面図　　縮尺：１／１００
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既存ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ：一時撤去復旧 2カ所

既存電気配線：一時移動復旧

既存設備：ジャッキアップ

給食棟　2 エリア給食棟　1 エリア

脱気筒 脱気筒

０９



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

石和中学校屋上防水改修工事Ｓ＝１／30

7
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4
0

4
0
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2 95

95
250

G1

7
0
0

立上がり：押出成形ｾﾒﾝﾄ板  t=15m/m　既存撤去

立上がり：ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m　既存撤去

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=150m/m敷込み

7
0
0

4
0

4
0
0

4
5
0

2 95

95
250

G1

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=150m/m敷込み

2

2

部分詳細図 1

平場:水洗いの上、

改修前

ｱﾙﾐ笠木

押えｺﾝｸﾘｰﾄ t=60m/m伸縮目地切＠2,000

(溶接金網 6φ　 150目 )5
3
0

A

水下

5
3
0

A

水下

立上がり：合板　t-12m/m下地 ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m　既存撤去

立上がり：押出成形ｾﾒﾝﾄ板  t=15m/m　既存撤去

平場

立上り
際

壁

改修前

改修後

摘要

パ
ラ

ペ
ッ

ト

新規 合板 (耐水 1類 )張り

既存押えｺﾝｸﾘｰﾄ高圧洗浄後

改修

水上

ｱﾙﾐ笠木

D

5
3
0

改修前

立上がり：合板　t-12m/m下地 ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m　既存撤去

立上がり：押出成形ｾﾒﾝﾄ板  t=15m/m　既存撤去

パラペット　水下　詳細図　1/30

パラペット　水上　詳細図　1/30

壁際　詳細図　1/30

押出成形ｾﾒﾝﾄ板  t=15ｍｍ　既存撤去 ｼｰﾄ防水  t=1.2ｍｍ　既存撤去

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍ給食棟 1・2エリア 防水改修　仕上表

改修後

立上がり：合板 t＝ 12ｍｍ張り

平場:水洗いの上、合成高分子系ルーフィングシート防水

（機械式固定）脱気有、 断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

・ドレイン：改修用ドレイン

・既存パラペットアルミ笠木：一時撤去復旧

・入隅鋼板

・脱気筒装置：ステンレス製

・既存ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾌﾛｰ：一時撤去復旧

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

水上

D

5
3
0

平場 :水洗いの上、合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5ｍｍ

立上がり：合板 t＝ 12ｍｍ張り

改修後

C-60*30*10*2.3 現場溶接ｱﾙﾐ笠木一時撤去復旧

１０

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

・既存目地撤去　シール打ち替え

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（接着工法）

断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30　

ｱﾙﾐ笠木一時撤去復旧 C-60*30*10*2.3 現場溶接

既存目地撤去　シール打ち替え

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0（接着工法）

（機械式固定）、 断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30

（機械式固定）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=2.0ｍｍ（接着工法）

立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上

ケレン・清掃の上

合板　t-12ｍｍ　既存撤去、押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=15ｍｍ　既存撤去



承　認 設　計 担　当 企　画

工事名称

図面名称 Ｎｏ

縮　　尺

設計年月日

１１

石和中学校屋上防水改修工事

給食棟　詳細図2

Ｓ＝１／30

平場:水洗いの上、合成高分子系ルーフィングシート防水 tｰ1.5ｍｍ

改修後

改修前

6
0

1
3
0

既存：そのまま

立上がり：ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m　既存撤去

立上がり：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=15m/m　既存撤去

　ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m、押えコンクリート厚60

コンクリート厚80下地、モルタル金ｺﾃ押え

既存：そのまま
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２
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架台

架台

コンクリート金鏝仕上げ

２
２

０

コンクリート厚80下地（立上り共）、モルタル金ｺﾃ押え

　 ｼｰﾄ防水  t=1.2m/m、押えコンクリート厚60

改修前

6
0

1
3
0

架台

平場:水洗いの上、合成高分子系ルーフィングシート防水 tｰ1.5ｍｍ

１
９

０
３

０

改修後

非歩行用カラーペイント仕上）

１
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０
０

架台

１,６００

１
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０
０

架台

１,２００
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清掃の上、ウレタン塗膜防水（X-2（密着工法ガラスクロス入）立上り：既存防水撤去、ケレン・清掃の上

（機械式固定）、断熱材（ポリスチレンフォーム）t=30
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